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（1）対象地域 

福島第一原子力発電所の半径 80 キロ内の放射性セシウム分布のために、環境中の放射性セシウムの生

態学的半減期を用いた予測モデルの研究である。 

 

（2）重要な図表 

①セシウム分布の予測モデル 

既往研究から、環境中の放射性セシウムの予測モデル(134Cs 及び 137Cs)は、以下の式を用いた。 

Y(t) ：時間 t での周囲の線量当量率 

Y(0) ：ゼロ時の周辺線量当量率 

αfast：速い脱離成分の部分分布 

Tefast：速い脱離成分の生態学的半減期 

Teslow：遅い脱離成分の生態学的半減期 

λ134 ,λ137：各 134Cs 及び 137Cs セシウムの物理的減衰定

数 

k：0、2.48 時間の 134Cs 及び 137Cs の周辺線量当量率比 

 Teslowは、短期間－1 年－事故後の間に実行された 3 車載調査中で明示されなかったため、予備的予測

モデルに適用した一生態学的半減期成分と見なした。 

 

②セシウムの生態学的半減期 

環境中の放射性セシウムの生態学的半減期 Tefast は、車載調査から周囲線量当量率を用いて評価した。 

Y’ (t1)，Y’ (t2)：t1と t2での周囲線量当量率(減衰は

2011 年 6 月 14 日の値に補正) 

Y’ (t1)，Y’ (t2)：環境中の放射性セシウム線量率に

対して無視できるバックグラウンド放射線を含む。 
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モデルの主要なパラメータを特定するため、生態学的半減期は、土地利用/土地被覆に応じて分類した。

得られた結果を表 1 に示した。 
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2．提言につながる情報 

 

（1）モニタリングへの活用 

福島第一原子力発電所の 80 キロの半径内の放射性セシウムの分布の予測モデルは、予め環境放射線の

特性を用いて開発し、生態学的半減期要素によって特徴づけられる指数関数を予備的な予測モデルとし

て採用した。生態学的半減期要素は、車載調査を通じて周辺線量当量率の変化を用いて評価した。放射

性セシウムの生態学的半減期の累積分布関数は各土地利用に分類して得られた。 

 

（2）流出挙動・経路 

森林の放射性セシウムの生態学的半減期は、都市域や水域に比べてはるかに大きいことが分かった。 

 

（3）除染の際の留意点 

 

（4）担当者のコメント 

著者は、近い将来、車載、空中、サーベイメータを用いた測定値からのような最新のデータを用いて

本モデルの更新を計画している。 

 


